
段階 対象者 計算方法 平成17年
度年額

第1段階 世帯全員が住民税非課税の世帯に属する老齢福
祉年金受給者および生活保護受給者 基準額×0.5 20,400円

第2段階 被保険者本人・世帯員とも住民税が非課税 基準額×0.75 30,600円

第3段階 被保険者本人が住民税非課税（世帯に住民税を課
税されている者がいる場合） 基準額×1 40,800円

第4段階 被保険者本人に住民税が課税されており、かつ
合計所得金額が200万円未満 基準額×1.25 51,000円

第5段階 被保険者本人に住民税が課税されており、かつ
合計所得額が200万以上 基準額×1.5 61,200円
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高
血
圧
症
は
脳
血
管
障
害
、
心
筋

梗
塞
（
こ
う
そ
く
）
な
ど
の
虚
血
性

心
疾
患
、
人
工
透
析
に
至
る
原
因
の

一
つ
と
な
る
腎
硬
化
症
、
動
脈
硬
化

性
認
知
症
（
痴
呆
症
）
等
の
強
い
因

子
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
血
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
事

は
こ
れ
ら
の
重
大
な
病
気
を
予
防
す

る
た
め
に
大
変
重
要
で
す
。

従
来
、
高
血
圧
症
の
患
者
さ
ん
は

医
療
機
関
で
血
圧
を
測
定
し
、
そ
の

値
に
よ
っ
て
降
圧
剤
を
調
節
す
る
の

が
普
通
の
治
療
で
し
た
。
し
か
し
、

以
前
よ
り
普
段
の
血
圧
は
高
く
な
い

が
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際
に
医

師
の
診
察
に
よ
る
緊
張
状
態
で
血
圧

が
上
昇
を
す
る
患
者
さ
ん
が
い
て
、

そ
れ
を
白
衣
高
血
圧
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
診

察
時
の
血
圧
値
で
降
圧
剤
を
処
方
す

る
と
、
普
段
の
血
圧
が
低
く
な
り
過

ぎ
て
体
調
が
悪
く
な
る
よ
う
な
こ
と

が
指
摘
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
日
本
に
は
す
で
に
３
千
万

台
以
上
の
家
庭
血
圧
計
が
存
在
し
、

家
庭
で
の
血
圧
測
定
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
血
圧
が
ど
の
位
な
ら

良
い
の
か
は
全
く
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
こ
こ
数
年

で
日
本
や
ア
メ
リ
カ
で
研
究
が
な
さ

れ
家
庭
血
圧
の
基
準
が
決
ま
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
血
圧
基
準
は
135
／
85
以
上
は

確
実
な
高
血
圧
、
135
／
80
以
上
は
高

血
圧
、
125
／
80
未
満
は
正
常
血
圧
、

125
／
75
未
満
は
確
実
な
正
常
血
圧
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
家
庭
血
圧
の
測
定
に
は
深
呼

吸
を
し
な
い
な
ど
い
く
つ
か
の
測
定

条
件
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
関
し
て
は
か
か
り
付
け

の
内
科
医
に
よ
く
相
談
を
し
て
く
だ

さ
い
。
時
々
「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
の
血
圧
が
良
か
っ
た
か
ら
自

分
の
血
圧
は
大
丈
夫
だ
」
と
言
わ
れ

る
方
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
全
く
根

拠
の
な
い
話
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場

合
の
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
基
準
は

世
界
の
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
家
庭
血
圧

の
値
を
決
し
て
自
己
判
断
し
な
い
こ

と
も
大
変
重
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
医
療
機
関

で
の
血
圧
は
比
較
的
良
い
が
、
家
庭

で
の
血
圧
が
高
い
逆
白
衣
高
血
圧

（
仮
面
高
血
圧
）
や
早
朝
に
血
圧
が

上
昇
を
す
る
早
朝
高
血
圧
の
患
者
さ

ん
が
い
て
、
こ
れ
ら
の
患
者
さ
ん
は

か
な
り
高
血
圧
に
よ
る
血
管
障
害
、

臓
器
障
害
の
危
険
が
高
く
、
ま
た
白

衣
高
血
圧
で
も
５
〜
６
年
以
上
の
経

過
が
あ
れ
ば
や
は
り
い
ろ
い
ろ
な
危

険
が
増
加
を
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
ま
た
年
齢
に
よ
っ
て
最

高
血
圧
、
最
低
血
圧
の
ど
ち
ら
を
優

先
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と

が
必
要
か
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

血
圧
の
薬
は
以
前
で
は
朝
に
服
用

を
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
が
、

今
で
は
家
庭
血
圧
を
見
て
血
圧
が
一

日
中
常
に
良
い
値
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
な
時
間
に
そ
れ
に
合

っ
た
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
降
圧
剤

を
使
う
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
す
。

家
庭
血
圧
の
測
定
条
件
や
降
圧
剤

の
飲
み
方
に
対
し
て
は
普
段
か
ら
の

か
か
り
付
け
の
内
科
医
に
よ
く
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

e

三
鷹
市
医
師
会
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２
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５

５

家庭血圧

健康コラム
受
給
者
の
方
が
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
し
た
と
き
に
支
払
う

自
己
負
担
割
合
（
１
割
ま
た
は
２

割
）
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
り
、

毎
年
定
期
判
定
（
基
準
日：

８
月

１
日
）
を
し
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
の
一
部
負
担
金

の
割
合
は
、
平
成
17
年
度
の
市
区

町
村
民
税
の
課
税
所
得
を
も
と
に

判
定
し
ま
す
。

負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
方
に

は
、
７
月
末
に
新
し
い
医
療
受
給

者
証
を
お
送
り
し
ま
す
。
新
し
い

医
療
受
給
者
証
が
届
い
た
方
は
、

現
在
お
使
い
の
医
療
受
給
者
証
を

必
ず
保
険
課
ま
で
お
返
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
平
成
16
年
度
と
17
年

度
で
は
判
定
の
基
準
金
額
が
異
な

り
ま
す
。

◆
一
定
以
上
所
得
者
（
負
担
割
合

が
２
割
）
の
方
の
基
準

①

受
給
者
で
、
平
成
17
年
度

の
市
区
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が

老� 老�

145
万
円
以
上
の
場
合
。

②
住
民
票
上
の
同
じ
世
帯
に

受
給
者
ま
た
は
70
歳
以
上
の
方

で
、
平
成
17
年
度
の
市
区
町
村
民

税
の
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上

の
方
が
い
る
場
合
。

◇
基
準
収
入
額
適
用
申
請

一
定

以
上
所
得
者
の
方
で
あ
っ
て
も
、

住
民
票
上
で
同
じ
世
帯
に
属
す

る

受
給
者
の
方
お
よ
び
70
歳

以
上
の
方
の
平
成
16
年
中
の
す
べ

て
の
収
入
（
必
要
経
費
な
ど
を
差

し
引
く
前
の
金
額
）
の
合
計
額
の

合
算
が
621
万
円
未
満
（
住
民
票

上
の
世
帯
に

受
給
者
の
方
が

１
人
だ
け
で
、
同
じ
世
帯
に
ほ
か

に
70
歳
以
上
の
方
が
い
な
い
場
合

は
、
484
万
円
未
満
）
の
場
合
は
、

「
基
準
収
入
額
適
用
申
請
書
」
を

提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
負
担
割

合
を
１
割
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◇
申
請
方
法

「
基
準
収
入
額
適

老�

老�

老�

用
申
請
書
」に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
平
成
16
年
分
の
所
得
税
確
定

申
告
書
の
控（
税
務
署
の
受
付
印

の
あ
る
も
の
）な
ど
、
収
入
金
額

を
証
明
す
る
関
係
書
類
を
添
え

て
、
保
険
課
高
齢
者
医
療
係
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
保

険
課
高
齢
者
医
療
係
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

申
請
書
は
、

受
給
者
１
人

に
つ
き
１
枚
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
昨
年
度
申
請
を
さ
れ
た
方
で

も
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

ま
た
、昨
年
度
該
当
し
た
方
で
も
、

今
年
度
は
基
準
額
の
変
更
に
よ
り

該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

８
月
以
降
に
申
請
さ
れ
た
場
合

は
、
申
請
が
あ
っ
た
月
の
翌
月
か

ら
負
担
割
合
が
１
割
に
変
更
さ
れ

ま
す
。

◆
「
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
〜
市
区

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の

受
老�

老�

給
者
の
方
へ

申
請
に
よ
り
、「
老
人
医
療
の

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
（
減
額
認
定
証
）」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
減
額
認
定
証
を
医

療
機
関
で
提
示
す
る
と
入
院
時
の

一
部
負
担
金
、
食
事
の
負
担
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

◇
負
担
減
額

①
区
分
Ⅱ
＝
住
民
票
上
の
同
一
世

帯
全
員
の
市
区
町
村
民
税
が
非
課

税
で
あ
る
世
帯
に
属
す
る
方
（
区

分
Ⅰ
に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま

す
）
は
、
入
院
時
の
一
部
負
担
金

の
限
度
額
が
２
万
４
千
600
円
、
食

事
の
負
担
額
が
１
日
あ
た
り
650
円

（
過
去
１
年
間
の
入
院
日
数
が
90

日
を
超
え
る
場
合
は
申
請
に
よ
り

500
円
）
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

②
区
分
Ⅰ
＝
住
民
票
上
の
同
一
世

帯
全
員
の
市
区
町
村
住
民
税
が
非

課
税
で
あ
り
、
か
つ
世
帯
員
全
員

の
所
得
が
０
円
（
た
だ
し
、
公
的

年
金
収
入
金
額
か
ら
の
控
除
額
は

140
万
円
で
は
な
く
、
65
万
円
と

し
て
計
算
し
ま
す
）
で
あ
る
世
帯

に
属
す
る
方
は
、
入
院
時
の
一
部

負
担
金
の
限
度
額
が
１
万
５
千

円
、
食
事
の
負
担
額
が
１
日
あ
た

り
300
円
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
書
類

①
医
療
受
給
者
証
、
②
健
康
保
険

証
、
③
入
院
日
数
の
確
認
で
き
る

領
収
書
な
ど
（
区
分
Ⅱ
に
該
当
す

る
方
で
過
去
１
年
間
に
入
院
日
数

が
90
日
を
超
え
る
場
合
）。

※
現
在
お
持
ち
の
方
も
、
平
成

17
年
７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切

れ
る
た
め
、
更
新
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

e

保
険
課
1
内
線
２
３
８
４

平
成
16
年
度
老
人
医
療
費
の

状
況

平
成
16
年
度
に
市
が
医
療
機
関

に
支
払
っ
た
医
療
費
は
121
億
３

千
80
万
円
で
す
。
こ
れ
は
一
人
当

た
り
70
万
２
千
136
円
に
な
り
ま

す
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と
医
療

費
の
総
額
は
0.7
％
の
減
、
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
3.7
％
の
増

と
な
り
ま
す
。
老
人
医
療
費
は
、

患
者
本
人
の
一
部
負
担
金
の
ほ
か

に
、
各
保
険
者
か
ら
の
拠
出
金
、

国
、
都
、
市
の
負
担
金
で
ま
か
な

わ
れ
て
お
り
、
大
き
な
財
政
負
担

に
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
抑
制
の
カ
ギ
は
健
康
づ

く
り
で
す
。
栄
養
・
運
動
・
休
養

の
「
健
康
の
３
原
則
」
を
も
う
１

度
見
直
し
、
毎
日
の
生
活
の
な
か

で
、
ま
ず
で
き
る
事
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

※
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
制

度
は
、
昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
と
、
一
定
の
障
が

い
の
あ
る
65
歳
以
上
の
方
が
、
適

用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

e

保
険
課
1
内
線
２
３
８
４

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者

の
届
出
も
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

届
出
を
忘
れ
て
保
険
料
未
納
と
な

っ
た
期
間
の
あ
る
国
民
年
金
第
３
号

被
保
険
者
（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金

の
被
扶
養
配
偶
者
）
は
、
平
成
17
年

４
月
か
ら
、
新
た
に
届
出
す
る
こ
と

で
未
納
期
間
を
納
付
済
期
間
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
納
付
済
期
間
は
年
金
受

給
資
格
期
間
や
老
齢
基
礎
年
金
額

に
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
過
去
に

届
出
も
れ
が
あ
る
方
は
、
忘
れ
ず

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で

に
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

届
出
が
あ
っ
た
日
の
翌
月
分
か
ら

年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
手
続

き
方
法
に
つ
い
て
は
、
武
蔵
野
社

会
保
険
事
務
所
1
56
―
１
４
１

１
へ
。

e

市
民
課
1
内
線
２
３
９
４

市
民
も
地
域
も
健
康
み
た
か

2
0
1
0
〜
三
鷹
市

健
康
づ
く
り
目
標
策
定

市
民
一
人
ひ
と
り
が
真
に
健
康

と
な
る
こ
と
を
目
的
に
具
体
的
で

分
か
り
や
す
い
健
康
づ
く
り
の
目

標
を
定
め
ま
し
た
。
全
文
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
は
冊
子
を
配
布
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

三
鷹
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

平成17年度介護保険料

８
月
１
日
か
ら
一
部
負
担
金
の
割
合
が
変
更
に
な
る
方
に
、

新
し
い
負
担
割
合
の

「
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
」（

）を
お
送
り
し
ま
す

老�

e

健
康
推
進
課
1
内
線
２
６

９
１介

護
保
険
「
介
護
給
付
費
の

お
知
ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す

平
成
17
年
１
月
〜
３
月
に
介
護

保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
方
へ
、
７
月
20
日
d

に
「
介

護
給
付
費
の
お
知
ら
せ
」
を
お
送

り
し
ま
す
。
こ
れ
は
ご
利
用
に
な

っ
た
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
事
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
の
も
の
で
す
。
記
載
内
容

が
違
う
な
ど
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
高
齢
者
支
援
室
1

内
線
２
６
８
４
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
の
介
護
保
険
料

が
決
定
し
ま
し
た

介
護
保
険
料
は
、
市
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
総
費
用
額
と
65
歳
以
上
の

人
数
か
ら
算
出
し
た
基
準
額
を
も

と
に
、
被
保
険
者
の
所
得
と
世
帯

の
所
得
状
況
に
応
じ
て
５
段
階
に

分
け
て
決
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

納
付
書
は
別
途
通
知
し
て
い
ま
す
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
８
７

傍
聴
で
き
ま
す
　
介
護
保
険

事
業
計
画
検
討
市
民
会
議

第
三
期
（
平
成
18
〜
20
年
度
）

三
鷹
市
介
護
保
険
事
業
計
画
を
検

討
す
る
市
民
会
議
（
第
２
回
）
を

開
催
し
ま
す
。

▽
７
月
21
日
e

午
後
７
時
〜
９

時
、
教
育
セ
ン
タ
ー
３
階
大
研
修

室
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
午
後
６
時

45
分
受
付
開
始
。
先
着
５
人
程
度
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
８
４

精
神
保
健
相
談
　

▽
①
精
神
保
健
医
療
相
談
＝
８
月

９
日
c
、
22
日
b
、
②
思
春
期
相

談
＝
８
月
24
日
d
、
③
ア
ル
コ
ー

ル
相
談
＝
８
月
８
日
b

、
い
ず

れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
。

▼
事
前
に
多
摩
府
中
保
健
所
へ
電

話
で
申
し
込
む
。
相
談
場
所
が
武

蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
三
鷹

武
蔵
野
保
健
所
）と
三
鷹
市
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
に
分
か
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
の
際

必
ず
場
所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
相
談
日
以
外
で
も
、
保
健
師
が

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す（
要
予
約
）。

思
春
期
講
演
会

対
象
は
思
春
期
・
青
年
期
の
お

子
さ
ん
を
も
つ
家
族
と
関
係
者
。

▽
①
「
思
春
期
・
青
年
期
の
こ
こ

ろ
の
揺
れ
〜
な
ぜ『
ひ
き
こ
も
る
』

の
か
〜
」
＝
８
月
31
日
d

、
②

「
家
族
の
対
応
〜
ひ
き
こ
も
り
を

中
心
に
〜
」
＝
９
月
６
日
c

、

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
、
調

布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り
で
。
講

師
は
東
京
学
芸
大
学
教
育
学
部
助

教
授
の
田
村
毅
さ
ん
。

▼
８
月
19
日
f

ま
で
に
多
摩
府

中
保
健
所
地
域
保
健
係
へ
申
し
込

む
。
各
先
着
80
人
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。


